
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別支援教育における教育の情報化 
※各章において特別支援教育関係を記述 

誰 一 人 取 り 残 す こ と の な く  

公正に個別最適化された教育の実現 
 
→ 予測できない変化を前向きに受け止め、まだ知らぬ課題に主体的に

向き合い、関わり合い、論理的に思索する 

→ 自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生を生きるために、

協働して新たな価値観や行動を生み出す 
→ Society5.0 時代に生きる子供たちにとって、ICT 環境は鉛筆やノ

ート等の文房具と同様に不可欠 

→ １人１台の端末を活用した授業は、富士見丘小の「スタンダード」 

第１章 社会的背景の変化と教育の情報化 Preface 001-005 
１ 社会的背景               ２ 学習指導要領の重点     ３ 教育の情報化とは 

４ ＩＣＴ活用が目指す教育       ５ ＩＣＴ活用の実際       

第２章 Preface 006-009  
情報活用能力の育成 

１ 学びの基盤となる情報活用能力 

２ カリキュラム・マネジメント 

３ 情報活用能力指導計画 

４ 情報モラル教育 

第３章 Preface 010-012  
プログラミング教育の推進 
１ プログラミング教育とは 

２ プログラミング教育のポイント 

３ プログラミング教育の実際 

第６章 

Affairs 001-005 

学校における
ＩＣＴ環境 

 

１ デジタル教材 

２ デジタル教科書 

３ オンライン授業 

４ ＩＣＴ環境整備 

５ 健康面への配慮 

第５章 Step 001-014 
教科等の指導におけるＩＣＴ活用 
１ 学習場面における活用のポイント  

２ １人１台端末による学びの変容  

３ GIGA スクール学びの活用 実践事例  

第７章 Affairs 006-007 教員に求められるＩＣＴ活用指導力の向上 
１ ＩＣＴ活用指導力    ２ 教員の研修 

第８章  Affairs 008-011 校務の情報化 
１ クラウド活用全体構想          ３ 校務支援システムの活用 

２ 情報の共有化 iPad の活用       ４ 教育情報管理･運用規定 

 

 

第９章 Affairs 012- 学校及び設置者等における教育の情報化に関する推進体制 
１ 教育委員会及び学校の管理職の役割   ２ ＩＣＴ支援員をはじめとする外部資源の活用 

教育情報セキュリティ・個人情報等の管理･運用規定 

第４章 Operation 001-027 
１人１台端末の基本操作  

（クラウドアプリ）  

１ はじめの一歩   

２ ＳＫＹ ＭＥＮＵ 

３ Ｇ-Ｓｕｉｔｅ    

４  くじらーニング 

 

Chromebook の
使い方 

Google の HP へ 

https://www.google.com/chromebook/howto/
https://www.google.com/chromebook/howto/
https://www.google.com/chromebook/howto/


今日の社会は、生活のあらゆる場面で ICT を活用することが当たり前となっています。さら

に、人工知能（AI）やビッグデータ等の先端技術があらゆる産業や社会生活に取り入れられ、人

間の予測を超えて社会が進展し、社会の在り方そのものが現在とは「非連続的」と言えるほど劇

的に変わる「Society5.0」時代の到来が予測されています。 

 

このような新たな時代において、多様な子供たちを誰一人取り残すことのなく、公正に個別最

適化された教育を実現するとともに、子供たち一人一人の資質・能力を確実に育み、AI に代替

えされない創造性を育成することが重要です。 

 

そのためにも、次代を切り拓く子供たちには、これからの時代を生きていく上で基盤となる資

質・能力を確実に育成していく必要があります。 

今回改訂された学習指導要領においては、学習の基盤となる資質・能力として、従来の「言語

能力」「課題発見・解決能力」と並び、「情報活用能力」が位置付けられ、その育成を図ることと

されました。あわせて、その育成のために必要な ICT 環境を整え、それらを教科等横断的に適

切に活用した学習活動の充実を図ることとしており、情報教育や教科等の指導における ICT 活

用など、教育の情報化に関わる内容の一層の充実が求められています。 

 

これからの学びにとっては、ICT はマストアイテムであり、ICT 環境は鉛筆やノート等の文房

具と同様に教育現場において不可欠なものとなっていることを強く認識し、その整備を推進し

ていくとともに、学校における「教育の情報化」を推進していくことが極めて重要です。 

 

「教育の情報化」とは、ICTの特長を生かして、教育の質の向上を目指すものであり、具体的

には次の３つの側面から構成され、これらを通して教育の質の向上を図るものです。 

① 情報活用能力の育成 

子供たちの情報用能力（プログラミング的思考、情報モラルを含む）を養い、他者と協

働しながら新たな課題を探究し、新たな価値を創造する資質・能力を身に付ける。 

② 教科指導における ICT活用 

教員が、ICTを効果的に活用した分かりやすく深まる授業の実現等、新しい「学び」の

スタイルを形成する。 

③  校務の情報化 

これらの教育の情報化を支える基盤として、「 教師の ICT活用指導力等の向上」「学校

の ICT環境の整備」「教育情報セキュリティの確保」を実現する。 

 

本ガイドラインは、上記の理念に基づき、「教育の情報化」が一層進展するよう、教育を取り

巻く社会的背景等、教員のための指導資料、具体的な年間指導計画、児童・保護者向けの参考資

料、学校の教育情報セキュリティ等の管理･運用規定に至るまで、多面的・多角的に参考となる

手引きとして、本校の現時点でのすべてを一冊にまとめたものです。 

 とりわけ、同じ条件（環境）下の市内小中学校においても参考としていただけるよう、実際の

具体的な指導場面や指導資料を多く掲載しており、各校の実態に合わせて転用していただける

ように心掛けて作成しました。 

本ガイドラインが、具体的な取組みの中で活用され、教育の質の向上に寄与する「教育の情報

化」を推進する上での参考となれば幸いです。 



2 1 世紀にふさわしい学びのイノベーションの実現 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fuj imigaoka  
Elementary  
School 

Smart City  ** 
Smart Learning 

Global and 
Innovation 
Gateway for Al l  

tool      v is ion 
（Teaching tools for teachers）  

（Stationery for chi ldren）  

1年生デジタル教科書 R3.5.21 

Smart City   
Smart Learning tool     v is ion 

 

Smart とは、スマートシテ

ィーのイメージですが、直訳

すると、「賢い」「機敏」「小気

味よい」「小粋」などなど 

の意味があります。 
 

tool とは、「道具」という

意味です。ICT 機器は、魔法

の箱ではありません。何かを

成し遂げるために使う便利な

「道具」です。 

【 Smart tool の使い方】 
 
先生は、 

“賢い教具”として、 

指導に活用します。 
 
子供たちは、 

“賢い文房具”として、 

学習に役立てます。 

各教科等の「見方・考え方を深めるツール」として  

http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/jyouhou.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別に動画視聴  
 

 

 

 

 

 
自分の課題や進度に合わせて、
教材動画により、製作手順やポ
イント等を確認しながら、効果
的に技能を習得しています。 

R3.5.26 

児童用デジタル教科書 
 
 

 

 

 

 

１年生が児童用デジタル教科書
（生活科）のページをめくった
り、拡大したりしながら、興味
深そうに閲覧していました。 

R3.5.21 

授業 de くじらーニング 
 

 

 

 

 

 
R3.5.21 

１人１台になったことにより、
学習履歴型ドリルコンテンツを
使って、習熟の状況を確認しな
がら授業でも活用しています。 

コ  グ  ト  レ  
 

 

 

 

 

 
紙と鉛筆の代わりに、タブレット
を活用して様々なコグトレをして
います。写真の例は、形や位置関係
を把握するトレーニングです。 

R3.5.13 

オンライン児童集会 
 
 

 

 

 

 

 

R3.4.28- 

ZOOMを使って、体育館と教
室をオンラインで結んで、双方
向の「じゃんけん大会」「先生
クイズ」等を楽しんでいます。 

電 子 掲 示 板  
 
 

 

 

 

 

 GIGA スクールに登校した子供た 
ちは、大型TV で１日の予定を確 
認し、自分のタブレットで課題を 
受け取ったり、提出したりします。 

R2.5.21 

情報の発信・受信 
 

 

 

 

 

 

学校HP やマチコミによる情報発
信、メールによる欠席連絡やアン
ケート、オンラインにより双方向
のコミュニケーションが実現。 

R2.4.1 

オンライン全校朝会 
 
 

 

 

 

 

 

R2.9.28- 

Google Meet を使って、校長
室から、動画やプレゼンの画面
を提示しながら、分かりやすい
お話を心掛けています。 

動きを比較する  
 

 

 

 

 

 
撮影した動画をすぐその場で再
生。課題を明確化しながら練習
しています。前回の動きと重ね
たり、並べたりもできます。 

R3.5.24 

クラウド観察記録  
 
 

 

 

 

 

Sky Menuを使って、画像や動画
の記録・保護が容易となり、手書
きのスケッチと併用することに
より、学びが一層深まります。 

R3.5.18 

発表ノートを提出 
 

 

 

 

 

 

発表ノートで課題の配布や提出が
でき、画面上に手書きで線や文字
を書き込んだり、画像を貼り付け
たり、多様な活用をしています。 

R3.4.20 

情報モラル教育 
 
 

 

 

 

 

 情報社会の一員として法の遵守や
倫理とともに、ネット犯罪から身
を守るなど、安全で適切な判断や
行動が取れるようにします。 

R3.5.21 

オンライン学校公開 
 
 

 

 

 

 R2.10.7- 

ZOOM を使って、学校と家庭
をオンラインで結び、日常の授
業や道徳公開、学校行事の様子
を随時配信しています。 

家庭deくじらーニング 
 

 
 

 

 

 

 

R3.5.26 

くじらーニングは、授業の内容
を放課後や家庭でも、連続して
活用することができ、学びの連
続性が生まれています。 

Fujimi Art Galley Web 
 

 

 

 

 

 
R3.4.26- 

Google Photos を使って、自分
で撮影した作品をクラウドに保存
し、互いに学び合う教材とともに、 
ご家庭でも閲覧できます。 

えいごであそぼう  
 

 

 

 

 

 
ZOOM を使って、毎週日曜、
本校 OGの大学生と３・４年
生の希望者が、やさしい英会話
を楽しんでいます。 

R2.5.17- 

ポジショニング  
 

 

 

 

 

 
ポジショニングを使って、自分
の思考を言葉で表現するととも
に２次元グラフで可視化し、活
発に意見交流しています。 

R3.5.26 

思考を共有する  
 
 

 

 

 

 

プロジェクターにノート等を投
影。自分の考えや意見を発表し 
学び合うことで、思考力、判断力、 
表現力等を育成しています。 

R2.11.5 

考 え 議 論 す る  
 
 
 

 

 

 

 
グループワークを活用し、複数
の児童が同時に書き込めます。
お互いの考えを共有して話し合
う場が生まれます。 

R2.9.26 

バーチャル社会科見学 
 
 
 
 

 

 

 
昭島の水道「ネットDE 見学」
を、各自で閲覧。調べたことを
付箋にまとめ、整理することで
互いの着眼点を共有しました。 

R3.5.20 

教科書のＱＲコード 
 

 
 
 

 

 

 
教科書をめくると、QR コードが
各所に付いています。QR コード
を読み取り、コンテンツを活用す
ることで、理解が深まります。 

R3.4.13 

大型ＴＶと実物投影機 
 
 

 

 

 

 

大型TVと実物投影機を使って手
元を拡大することで、子供たちの
視線を上げ、焦点化・イメージ化
させ、理解を深めています。 

R2.10.1 
 

教科書連動コンテンツ 
 

 
 

 

 

 

 
教科書に連動した動画を有効に
活用することで、毛筆の筆づか
いや穂先まで、繰り返し視聴し
たり、スローにしたりします。 

R2.9.19 

指導用デジタル教科書 
 

 

 

 

 

 

指導者用デジタル教科書を大型
TV に映して、文章を内容のま
とまりごとに色分けしたりして
動画を再生したりできます。 

R2.12.16 

フィジカルプログラミング 
 

 

 

 

 

 

組み立てたロボットに、プログ
ラミングで命令を出し、目的に
応じた一連の動きをさせ、より
よい社会づくりに生かします。 

R2.12.8 

ビジュアルプログラミング 
 

 

 

 

 

Scratchや VISCUIT の言語を
使って、プロセスを組み合わせ
て動かす過程で、論理的思考や
課題解決能力を育成します。 

R2.12.14 

アンプラグドプログラミング 
 

 

 

 

 

 

身近な物事をテーマに、順序立
てて考えたり、考えていること
を可視化したり、物事を論理的
に考える学習をします。 

R3.2.16 

ストップモーション動画 
 

 

 

 

 

 

パソコンクラブでは、プログラ
ミングの他に、様々なアプリや
動画を参考にして、創造力を働
かせながら楽しんでいます。 

R2.12.9 

校務の情報化推進 
 
 
 

 

 

 

 
校務用 PC、学習用 TB、多目的
iPad と、３種類の端末を使いこ
なして、情報の共有・一元化等、 
効率化を図っています。 

R3.4.12 

教員研修の充実 
 
 
 

 

 

 

 
教育の情報化に向けて、ICTを活用
した教員の指導力向上とともに効果
的な教材開発や学習履歴の活用、指
導体制を充実させています。 

R2.7.30 

ＩＣＴ環境の整備 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

R2.9.23 

１年前はブラウン管TVが全教室に
鎮座。大型TV、OHV、児童用端末、
教員用 iPad、高速通信回線、デジタ
ル教科書等、急速に整備しています。 

管理規定等の整備 
 
 
 

 

 

 

 

R3.4.1 

情報発信や個人情報の保護、管
理・運用方針、児童の健康に関
する留意事項等、校内規定を定
め、法令等を遵守しています。 

Akishima City  
Fuj imigaoka  
Elementary School 

Global  and 
Innovat ion 
Gateway for Al l  

Smart City ** 
Smart Learning 

tool 
（Teaching tools for teachers）  

（Stat ionery for chi ldren）  Since 2020 

登校前に、家から出欠連絡と健康記録・宿題等を提出します。 

登校したら、電子掲示板で今日の予定や課題を確認します。 

１人１台のタブレットで、短作文のテーマやコグトレを受け取り、 

作文チャレンジノートを書いたり朝の読書をしたり、１日の始まり。 

授業では、先生がデジタル教科書や動画で分かりやすく説明。 

まずは、個に応じた課題や多様な資料を活用して、自力解決。 

SKYMENU Cloud や G-Suiteを用いて、発表したり共有したり。 

複数の考えから議論、協働し、課題を解決していきます。 

言語能力と同様、「学習の基盤となる資質・能力」である情報活用

能力を育成し、ICT機器を「Smart tool（賢い道具）」として使いこ

なして、各教科の学びを深めます。プログラミング教育では、プロ

グラミング的思考を育成し、論理的な思考力を向上させます。 

１人１台端末と高速通信回線により、時間的・空間的制約を超え、

双方向性が担保されることで、学校と家庭が円滑につながり、学

びの連続性、生活の連続性が保障されます。FGSｔ構想は、子供

たちが主体的に学習する「新たな学び」を創造します。 

vis ion 
 ※ 写真は、令和２年度以降の

本校の教育実践の実際です。 

※ 現在、そして
近い未来の学校
の姿です。 

https://www.aob.co.jp/douga/kateikadouga.html
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/seikatsu/digital/index.html
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/seikatsu/digital/index.html
https://support.education.ne.jp/ela/manual/eLA2013_kihonkinouitiran.pdf
https://cog-tr.net/
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/
http://mail.machicomi.jp/
https://apps.google.com/intl/ja/meet/
https://www.skymenu-class.net/function/function03-05.html
https://www.skymenu-class.net/function/function05-01.html
https://www.skymenu-class.net/function/function03-05.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://ela.kodomo.ne.jp/students
https://www.google.com/intl/ja/photos/about/
https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
https://www.skymenu-class.net/function/function03-01.html
https://www.kknews.co.jp/maruti/ict/071103_8a.html
https://www.skymenu-class.net/function/function02-02.html
https://www.city.akishima.lg.jp/li/010/020/010/030/030/010/index.html
https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/2020shou/seikatsu/digital/index.html
https://hoteduup.jp/online/
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/2020s_digital/products_s/index.html
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/2020s_digital/products_s/index.html
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/s_shosha/index.html
https://legoedu.jp/wedo2/
https://scratch.mit.edu/about
https://www.viscuit.com/
https://www.nhk.or.jp/school/sougou/texico/
https://www.nhk.or.jp/school/sougou/texico/
https://www.nhk.or.jp/school/ouchi/
https://support.apple.com/ja-jp/education
https://www.mext.go.jp/content/20200221-mext_syoto02-000005120_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20191219-mxt_syoto01_000003363_14.pdf
http://www.city.akishima.ed.jp/~fujimi/2kihon/2kihon6jyouhou/jyouhou.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協働学習  
（意見の分類・整理） 

 

 

 

 

 

 

 

協働学習  
（発表・討論） 

 

 

 

 

 

 

 

一斉学習  
（デジタルノートに表現・記録） 

 

 

 

 

 

 

 

協働学習  
（携帯端末での情報収集） 

 

 

 

 

 

 

 

地域  
 

 

 

 

 

 

 

協働学習  
 

 

 

 

 

 

 

地域  
 

 

 

 

 

 

 

個別学習  
（ 基 礎 ・ 基 本 の 習 得 ）  

 

 

 

 

 

 

 

個別学習  
（ 思 考 を 深 め る 学 習 ）  

 

 

 

 

 

 

 

教員による活用  
（教材作成・学習履歴の活用・教材共有） 

 

 

 

 

 

 

 

一斉学習  
（デジタル教科書・教材から知識の獲得） 

 

 

 

 

 

 

 

R2.4.20 R2.11.29 R3.2.26 

R3.4.20 R3.4.20 

R2.12.8 R2.9.23 

R3.4.16 R3.4.13 

R3.2.19 R2.9.9 

R3.4.28 R2.8.2 R2.5.18 

「教育の情報化」が果たす役割 

 

21 世紀を生きる子供たちに求められる力を育む教育を行うためには、子供たちの学習や

生活の主要な場である学校において、教育の情報化を推進することが必要です。 
 
○子供たちの情報活用能力の育成 

○ICT を効果的に活用した分かりやすく深まる授業の実現 

○校務の情報化の推進 

 

教育の情報化の推進 

 

 

情報化が進展する中で、学校においては、デジタル教科書・教材、情報端末、ネットワー
ク環境等が整備され、 ICT の特長を最大限に生かし、「一斉指導による学び（一斉学習）」に
加え、「子どもたち一人一人の能力や特性に応じた学び（個別学習）」「子どもたち同士が教え
合い学び合う協働的な学び（協働学習）」を推進することが重要です。 

 
※ ICTとは Information and Communication Technology の略で、コンピュータやインターネット等の情報通信技術のこと 

教育の情報化による「学びのイノベーション」 

2 1 世紀にふさわしい学びの環境とそれに基づく学びの姿（例） 
ICT を活用した授業においては、「一斉学習」、「個別学習」、「協働学習」それぞれの学習場面が相互に組み合わされた学びの場が形成されます。 

インターネット等を活用して、地域の人々や国内外の学校の子どもたち、さらには、社会教
育施設、研究機関等の専門家等との交流を図り、多角的な思考力等を育む授業を行います。 

子供たちが情報端末を用いて繰り 
返し学習を行ったり、コンピュー
タにより子どもたちの回答の診断
とその個に応じた補充・発展が行
われることにより、知識の定着や
技能の習熟を図り、基礎基本の習
得につながる活動を行います。 

図形等の拡大・縮小・回転等の操
作を容易に行い試行錯誤を可能と
し、課題を明確にすることなど、
思考力・判断力・表現力を深める
活動を行います。 

地域の大人へのインタビューや植物の観察、情報端末での撮影等により、必要な情報を収集すると
ともに、気付いたことを記録します。 

ビデオ録画したインタビューの様子やデジタル顕微鏡で撮影したことを、 
「デジタルノート」を用い音声や写真などのマルチメディアで表現します。 

子供たちの情報端末や電子黒板を 
無線 LAN でつなぎ、情報端末への
書き込みを電子黒板等で一斉に共
有し、発表・討議を行います。 

自己の意見や他者の意見につい
て、観点ごとに分類・整理する
場合に有効です。 

（注 1） 各部の名称は仮称である。例えば、基本エンジンは、プラットホームということも考えられる。 

（注 2） 基本性能としては、編集・移動・追加・削除・採点などが考えられる。 

（注 3） 「学習者用表現・協働学習ツール」として、デジタルノート、メール等が考えられるが、学習者用デジタ 

ル教科書・教材の範疇に含めることも考えられる。 

（注 4） 「指導者用ツール」として子どもたちの情報端末の画面をモニター及び制御すること等が考えられる 

が、デジタル教科書・教材の範疇に含めることも考えられる。 

（注 5） 授業風景については、あくまでもイメージであり、特定の情報端末等を想定しているものではない。 

文字や画像等の拡大機能、アニメー 
ションや立体画像を示す機能等によ 
り、子供たち一人一人の学習ニーズ
に柔軟に対応するとともに、教員の
デジタル教科書との連動により、知
識の獲得を可能とします。 

教員の教材作成・学習履歴の活用・
教員間の情報共有等、校務の情報化
における活用が有効です。 

 このような「学び」は、基礎的・基本的な知識・技能の習得や、思考力・ 判断力・表現力等や主体的に学習に取り組む態度等の育成に有効です。 
 

家庭 
 

他の学校 
 

外部の専門機関  
（図書館・博物館・研究機関等） 

 

デジタル教科書・  
教材の配信  

コンテンツ配信 
中継サーバー 

高速無線 LAN 
次世代携帯通信 

 

 

サーバから全部または一部配信 
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第１章 
社会的背景と 
教育の情報化 

第２章  
情報活用能力
の 育 成 

第３章  
プログラミン
グ教育の推進 

第６章 

学校における
Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 

第５章 
教科等の指導にお
けるＩＣＴ活用 

第４章  
１ 人 １ 台 端 末  
の 基 本 操 作  

第７章 
教員のＩＣＴ
活 用 指 導 力 

第８章  

校 務 の  
情 報 化  

第９章 

教育の情報化
推 進 体 制 

新たな時代  
Society5.0 を生き抜く  

「 ふじみの子 」  
 

未知の課題を思索し   
協働して新たな価値観や行動を生み出し  

豊かで活力ある未来を創造する  

誰一人取り残すことのなく 

公正に個別最適化された教育の実現  

準 備 期 
令和２年度 

開 始   ～  実 践 研 究  ～ 活 用 充 実 
令和３年度       令和４年度       令和５年度 

深 化・定 着 期 
令和６年度     令和７年度 

情報活用能力・情報モラル教育 
指導計画の立案

 

プログラミングとプログラミング的思考  

プログラミング教育で育成すべき資質能力 

系統的な指導計画の立案  

 

一 斉 学 習  

 

保護者や地域、大学や関係機関等との連携 多彩なオンライン活用 大学生と「えいごであそぼう」 大学院生と「コミュニケーション」 
 

ＩＣＴ支援員をはじめとする外部資源の活用 ＩＣＴ支援員や専門家による研修、授業支援、ガイドライン作成等における監修･指導･助言 
 

情報セキュリティ対策・対応 

iPad の活用 クラウドの活用 
 

個 別 学 習  

 

協 働 学 習  

 

くじらーニング の基本操作 

 

ＳＫＹＭＥＮＵ の基本操作 

Ｇ-Ｓｕｉｔｅ の基本操作 

 

アンプラグド プログラミング 

 

ビジュアル プログラミン

 

フィジカル プログラミン

 

個別端末の理解と設定 

学びの基盤となる情報活用能力の理解 
 

情報の科学的な理解② 
情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善したりするための基礎的な理論や方法の理解 

情報の科学的な理解① 
情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解 

情報活用の実践力⑤ 
受け手の状況などを踏まえた発信・伝達 

情報活用の実践力④ 
情報の表現･処理･創造 

情報活用の実践力③ 
情報の収集判断 

情報活用の実践力② 
情報手段の適切な活用 

情報活用の 
実践力① 

 
情報手段の 

基礎的な操作習得 

情報モラル教育の推進③ 
望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度 

情報モラル教育の推進② 
生活の中で情報が果たしている役割や及ぼしている影響の理解 

情報モラル教育の推進① 
情報モラルの必要性や情報に対する責任 

公共的なネットワーク

社会の構築 
情報社会の一員として 
公共的な意識を持つ 

タブレット端末の 

基本操作 
使用に際しての 

約束の確認 

「Society5.0」「SDGs」「学習指導要領が目指す情報活用能力」「教育の情報化が目指す３つの側面」「ＩＣＴ活用が目指す教育の在り方」 これまでの活用 
× 

１人１台端末   

学びの深化 

プログラミング的

思考の醸成 
論理的思考、問題解決力 
新しい価値を創造する力 

情報活用の実践力 順序や制御・演算・分岐を意図して設定できる 

 

情報の科学的理解 情報を予測し、順序を考えながら命令や条件を組み立てる 

 

情報社会に参加する態度 コンピュータをよりよい生き方や社会に生かそうとする 

 

タブレットの日常的な活用 週１時間以上 ⇒ 毎日１時間以上 ⇒ すべての授業等での活用 

 

タブレットの家庭利用   くじらーニングの家庭利用  長期欠席児童への対応  休校中のオンライン授業  日常的な学びの連続 

 

効果的な活用を３段階で深化 

授業力向上アドバイザー事業 実施校 

・ICT を活用した指導の実践 

・場面に応じてどのように使うか 

・１人１台端末による学びの変容 

学びの変容 

個別最適化の実現 

ＳＴＥＰ１ “すぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”使えるＩＣＴ 

ＳＴＥＰ２  １人１台端末を活用して、教科の学びを深め、教科の学びの本質に迫る 

 

ＳＴＥＰ３  １人１台端末を活用して、教科の学びをつなぎ、社会課題の解決に生かす 

 

デジタル教材の活用 教科書のＱＲコード、NHK For School、文科省の動画教材、教育用アプリなど、Ｗｅｂ上の多彩なコンテンツを活用する 

 

デジタル教科書の活用 教師用デジタル教科書の日常的な活用、指導用デジタル教科書の日常的な活用 

 

オンライン授業の推進 ＴＶ会議システムと SKYMENUや G-Suiteの効果的な活用 

 

ＩＣＴ活用における健康面への配慮 

 

ＩＣＴ環境の整備 
文科省デジタル教科書実証事業重点校 

大型ＴＶ 実物投影機 通信回線 

iPad  1人1台端末  デジタル教材  

学びを止めない 

未来の教室 

安全・安心な 

推進体制の確立 

社会の意識改革 

オンラインによる学校公開・行事公開 

校内の推進体制  

校内研究推進 ICT 担当等の校務分掌 

各種ガイドライン ICT 運用・管理規定等の整備 

共有フォルダ・クラウド 
の整備、管理 

情報共有 情報の一元化 

個人情報の管理 

社会的背景・学習指導要領 
教育の情報化 ICT 活用のねらいの理解 

 

校内研究の推進・深化 
 

教員のＩＣＴ研修 
 

オンライン個別面談・家庭訪問・在籍校訪問 

統合型校務支援システム 

やクラウド等の活用により 

校務用と学習用のデータ一

共有・一元管理の研究 

教員のＩＣＴ活用研修 
昭島市教育委員会 研究奨励校 

研究成果の発信・共有 
 

学習状況の可視化 

タブレット端末の 

基本操作 
安全・安心に基づく 
道具としての利活用 

教員の教育の情報化 

スキルの向上 

エキスパート養成 

校務の情報化による 

教員の働き方改革

ライフ・ワークバランス 


